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ヒトに感染する感染症の多くは動物
由来であり、動物にも感染します。
動物における感染症を調査すること
によって、ヒトへの感染症の脅威を
知ることができます。
今回は、我々が2012年末に実施した
SFTSウイルスの発見の経緯とその後
の動物での疫学調査から判明した感染
状況を紹介します。
また、これまで動物から幾つか新たな
ウイルスを検出しているので、紹介し
ます。 
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